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番号 質問者 主な質問項目

１．町長の政治姿勢について

　　 町長の政治姿勢について。佐川町総合計画、行政の継続性を踏まえ、

　　 どう取り組んでいくのか。

２．空き家対策について

　　 空き家対策への取り組みについて。老朽化住宅除却への町独自の補助制度の

　　 取り組みについて。

３．「ごみ出し支援」の取り組みについて

　　 高齢者のごみ出しを支援する取り組みについて。現在実施している事業の現状と

　　 今後の取り組みについて。

１．道の駅に関して

　　 道の駅建設のこれまでの経過。

　　 霧生関と町中で比較して財政負担はどうなる。

　　 地盤、交通事故、火薬庫、協定書について。

　　 方向転換した理由は。

　　 オモチャ美術館について。

　　 町民への説明は。

２．高齢者・障害者へのタクシー券配布拡大は

　 　　 公約の内容について。

　　 対象者・実施時期は。

　　 既存の施策の活用は。

　　 安全車への買い換え補助は。

３．子育て政策について

　　 保育・学校の給食費無料化について。

　　 高校生までの医療費無料化について。

４．財政について

　　 様々な公約実施にかかる必要経費は。

　　 どこから捻出するか。

　　 創意工夫を。

　　 健全財政を。

５．その他

　　 公約、行政報告に関して。

１．町長の町政運営方針について

　　 新図書館建設の経過についての見解等について。

　　 現在の建設の進捗状況等について。

　　 新文化拠点整備基本構想の見直し等について。

２．新産廃施設について

　　 第４回整備専門委員会（11/17）等について。

　　 地元説明会の日程と内容等について。

　　 環境協定書の締結等について。

３．木造住宅耐震化事業について

　　 2020年度木造住宅耐震化事業の進捗状況について。

　　 2021年度木造住宅耐震化事業の進捗状況について。

　　 国土強靱化計画の事業との連携等について。
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４．コロナワクチン接種（３回目）の取り組み

　　 64歳以下の接種状況の到達点の評価について。

　　 ３回目接種計画とワクチン確保見通し等について。

　　 12歳未満の接種の導入の判断・計画等について。

　　 町民に対する情報発信の方法等について。

１．教育行政について

　　 現在の教育行政の取り組みについて。

　　 ・今後の取り組みと成果、今後の課題。

　　 町長の教育方針は。

　　 ・文教の町の教育をどのように進めていくのか。

２．林業振興と移住政策について

　　 現在の林業振興の取り組みについて。

　　 ・取り組みと成果、今後の課題。

　　 林業振興について町長の考えは。

　　 ・町の林業振興をどのように進めていくのか。

　　 移住政策を推進すべき。

３．町職員の定数増、及び町政運営について

　　 定数増についての理由と課題。

　　 ボトムアップをどの様に進めていくのか。

４．町史、並びにわが町の人々の編纂について

　　 編纂準備を急ぐべき。

１．霧生関臨時ヘリ離着場について

　　 平成29年からの運用されている離着場は、令和３年現在までに救急搬送された回数が

　　 58回、道の駅ができれば使用できない。

　　 以前から代替え地を構えるべきと申し上げてきた。

２．道の駅について

　　 併設される木のおもちゃ美術館の運営、集客人数、経営的に示されている数字には

　　 無理があるのでは。

　　 また、レストランは、いの町のレストパーク方式が望ましいが。

１．県が行う産廃事業への新町長の考え方について

　　 県が行う産廃事業について新町長の考え方は。

　　 ・本体事業を進めるうえでの基本的な考え方。

　　 ・環境保全協定の締結に向けた考え方。

　　 ・地域振興事業に関する考え方。

　　 ・その他関連する事項。

２．産廃施設完成時期の１年先送りについて

　　 日高エコサイクルセンターの満杯時期が延長されたことにより、佐川町の

　　 施設完成時期を１年先送りした内容の詳細は。

３．学校給食等無償化の内容について

　　 町長が先の選挙で公約した学校給食の無償化について、実施するうえでの問題点と

　　 実施時期について。

１．給食費の無償化について

　　 給食費無償化について。

　　 ・給食費無償化を実現するのか。

　　 ・なぜ給食費無償化を考えたか。

　　 財源、予算について。

　　 ・給食費無償化にどの程度の予算が必要か。

　　 ・財源はどこから出すつもりか。
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　　 実施スケジュールについて。

　　 ・無償化はいつから開始するつもりか。

　　 給食費無償化の効果について

　　 ・無償化によって町はどうよくなるか。

２．病後児保育について

　　 制度の現状について。

　　 ・現在の利用者数は。

　　 ・この制度への予算は。

　　 今後の対策と方針は。

　　 ・利用者増に向けての対策は。

　　 「にこっと」の他目的利用について。

　　 ・「にこっと」はほかの目的に利用できないのか。

　　 なぜ病児保育ではないのか。

　　 ・病児保育が出来ない理由は。

３．ふるさと納税について

　　 寄附額の現状は。

　　 寄附額増額へ向けて、行っていることは。

　　 寄附金の使い道は。

１．町独自の農地バンク制度の設置を

　　 耕作放棄地再生のための農地の貸し出し受け付けに伴う遊休農地の貸し出し

　　 土地調査等について。

２．公約の地域担当職員制度について

　　  町長の考えている職務内容等について。

３．有害鳥獣対策について

　　 制度内容の見直しすべきでは。

１．消防団員の処遇等の改善について

　　 消防団の現状を踏まえ、今後を見据え具体的にどのように改善を図っていくか。

　　 消防団活動協力事業所制度について－団員確保につながる。

　　 町職員の団員加入及び現団員数と日中火災・災害対応について。

　　 若手団員への準中型免許取得奨励と助成について。

２．消防団応援の店への取り組みについて

　　 商工会等とタイアップした佐川町版「消防団応援の店」を設置検討してみては。

３．防災行政無線について

　　 更新に伴う難聴世帯等の旧個別受信器の取り扱い。新システムでの細かな対応は。

　　 放送スピーカーの交換のために旧システムと新しいシステムを作動させることによる

　　 サイレン音の遅れや２重に聞こえることへの広報について。

１．婚活について

　　 ・結婚なんでも相談窓口を設け、婚活希望者本人だけではなく家族の悩み等含める。

　　 ・婚活を推進する企業等サポートする体制をつくる。

２．タブレット授業の効果について

　　 ・タブレット授業を導入して１年になる。メリット、デメリット、子供たちの成績や

　　 生活への影響等は。

３．健康維持とスポーツ振興について

　　 ・スポーツパークさかわの設立意図、そしてスポーツジム設置について。

　　 官民連携ならではの効果事例について。

１．公共施設におけるＷｉ－Ｆｉの設置状況について

　　 地質館や桜座におけるＷｉ－Ｆｉの設置状況は。

２．公共施設の活用状況について

　　 保守にかかる費用と自主事業等の活用策は。
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　　 職員の待遇について。

３．新町政における学力向上策について

　　 前町政の８年間で平均レベルが上がったと聞く。今後の方針は。

４．コロナ禍中における町内の廃業社数について

　　 今後、町独自の支援策は。

５．移住推進策について

　　 今後の方向性は。
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